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(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

O 

第 126号

地方公営企業法 .才40条才 1項

並びに大村市営企業の業務状況を

説明する書類の作成に関する条例

才2条、及び矛 3条の定めるとこ

ろによ b昭和39年度前期分の大村

市営企業業務の動向者よび財政事

情を次のと語り公表する。

昭和 39年 12月 1日

大村市長 大村純毅

大村市告示

で
き
な
い
事
業
で
あ
り
ま
す
。

最
近
の
経
済
状
況
あ
る
い
は

生
活
蚊
況
の
推
移
に
と
も
な
い

場
内
諸
施
設
の
改
善
、
入
場
者

へ
の
サ

1
ピ
ス
に
つ
と
め
て
い

ま
す
。

ω事
業
の
概
羽

風
光
明
眉
な
環
境
に
恵
ま
れ

た
本
市

モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

ω経
理
の
状
死

事
業
は
健
全
な
大
衆
娯
楽
と
し

前
期
の
経
理
に
つ
き
ま
し
て

て
遂
次
発
展
の
み
ち
を
た
ど
っ

は
別
表

(
1
・2
)
の
と
沿
b

て
語
り
、
売
上
は
上
昇
し
、
県

で
、
一
般
会
計
へ
の
繰
出
金
も

内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
県
外
か

二
千
五
百
万
円
を
支
出
し
て
沿

ら
も
多
数
の
入
場
者
を
迎
え
、

、
後
期
は
さ
ら
に
努
力
を
続

着
実
な
歩
み
を
み
て
沿

b
ま
す

け
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

い
う
ま
で
も
友
く
、
当
事
業

は
海
事
思
想
の
普
及
と
地
方
財

ω企
業
債
お
よ
び
一
時
借
入
金

政
へ
の
寄
与
と
い
う
目
的
が
あ
の
現
在
高

白
、
本
市
で
ば
ト特

に

建

設

的

事

企

業
債
の
借
入
希
よ
び
一

時

業
の
財
源
と
レ
て
欠
く
こ
と
の
借
入
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事

競走場観存席改修 i""事 i 883，000ドi

全 舟揚場改{l事r:事 83，0円0円

選千管珂雫兼食堂新築|事 480，000円

競走場 引先場新設|京 I 100，000円

入場門改築 r事 11 .730 ，000P1 

13肌 ω

建設政良工(別表 1) 

ノ~~
11 

千円)

予 算 害員

rz 分
当初予算額 予充備当額費 流賛用額同

予算執行額
補正予算額 三Eヨ〉、

収収益的入 第一第第合款そ-::'J項震タd託ポi案事業外業ト収収収稜計括議益走

720.709 71，300 。。792.009 520，874 

7191 ，238 7ム2，2988 。 。791 .526 520，147 
，471 88 。 。 483 

520，78724 7 720，709 71，300 。 。792.009 

第款

収的支出位 第第第合三ゴ二そ項喰項タ。帯Fボ業業事外備業費ト費続計費用費用用造

694，311 62，912 。 。757，223 477，527 。
J77，5018 9 691，102 

ム6ム5l，，84640502 0 
72 。。756.576 

859 。 19 
2，3351 0 ム72 。。757，62228 3 

。
694，311 62，912 。 477 ，527 

差引証1年度手IJ益剰余金 26，398 8，388 34.786 25，000 

原宮本 第一款
資本的収入 。 。 。 。 。 。

メEえ1 壬再ムi 。 。 。 。 。 。
資本

第一教

合2認5二項頃資建本手的設改備支出良資費計 1!1l 1122A1切1155O 1 l ! 
3.504 

白支ヲ 。15.255
O ! 500 

3，500 4 12..615 3.140 15.755 

企業 債 の 借 入 れ は あ り ま せ ん

f指考 <D差引当 年度利益剰余金2.500万円 1;1:一般会計へ操出金c

~ì資本的収入が、資本的支出に付し 、 不足す る額15.755 千円{正 当年F封員採勘定儲保資金
7 ， 06 1 千円、 ~ I継現金7 .224 千円及 び引継貯蔵品1.410 千円で補 で人 す るものと す る c

(単枕i兄1犬のE里経(月IJ表 2) 
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大村市政だよ く2) 

ω事
業
の
概
究

り

清
純
な
水
質
と
豊
富
な
水
量

に
恵
ま
れ
た
本
市
水
道
事
業
は

ま
ず
ま
ず
そ
の
重
要
性
を
長
び

給
水
量
も
年
々
増
加
し
て
市
民

の
健
康
在
日
常
生
活
と
公
衆
衛

生
の
向
上
に
大
き
在
役
割
を
は

た
し
て
沿
り
ま
す
。

企
業
の
運
営
に
つ
い
て
は
最

近
の
急
激
な
る
物
価
の
値
上
り

と
人
件
費
の
膨
張
に
よ
っ
て
非

常
に
苦
し
い
経
営
で
、
今
年
度

は
相
当
な
赤
字
決
算
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

さ
ら
に
当
水
道
事
業
は
給
水

開
始
以
来
三
十
六
年
を
経
過
し

て
給
水
量
の
増
加
と
と
も
に
老

朽
管
に
よ
る
送
水
能
力
の
不
足

が
目
立
ち
は
じ
め
、
こ
れ
ら
の

改
良
工
事
の
必
要
が
急
速
に
生

じ
て
者
り
ま
す
。
ま
た
給
水
戸

数
の
増
加
に
と
も
な
い
給
水
区

域
の
拡
張
計
画
も
必
要
と
さ
れ

豊
富
に
給
水
す
る
た
め
の
事
業

計
画
の
財
源
を
検
当
す
る
時
期

で
も
あ

b
ま
す
。

現
在
の
給
水
区
域
内
の
給
水

戸
数
は
九
月
末
日
現
在
で
六
千

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可
橿圃臨

昭和40年 1月1日

六
百
二
十
四
戸
と
な
り
、
三
月

末

ι比
し
て
二
百
六
十
九
戸
の

増
加
で
、
そ
の
普
及
率
は
五
九

.
六

Oμ
で
あ

b
ま
す
。

ω経
理
の
状
究

経
理
の
状
況
は
別
表
(
1
)
の

と
告
り
で
昨
年
度
よ
り
の
赤
字

繰
越
と
、
引
続
く
物
価
値
上
b

に
よ
る
諸
経
費
の
増
大
に
よ
っ

て
事
業
の
運
営
資
金
が
非
常
に

困
難
と
左
り
、

現
在
一

時
借
入

金
に
よ
り
資
金
繰
り
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
当
水
治
事
業
の
財

政
規
模
か
ら
見
て
一
時
借
入
金

の
増
加
も
限
置
が
あ
り
、
昨
年

以
上
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
る
現

況
に
沿
い
て
、
こ
れ
に
た
い
す

る
何
等
か
の
解
決
策
が
当
然
に

要
求
さ
れ
ま
す
。

当
水
道
事
業
は
、
昭
和
三
十

一

年
十
月
料
金
改
訂
以
来
今
日
に

及
ん
で
治

b
、
当
時
浄
水
の
一

立
万
メ
ー
ト
ル
当
り
の
販
売
原

価
は
十
四
円
七
十
四
銭
で
あ
っ

た
も
の
が
、
昭
和
三
十
八
年
決

算
で
は
二
十
二
円
十
六
銭
(
監

査
委
員
決
算
審
査
意
見
書
の
資

料
)
と
な
っ
て
大
巾
に
上
り
、

販
売
価
格
も
十
七
円
八
十
二
銭

で
販
売
原
価
に
比
し
、
四
円
三

(単fli.m3
) 

[什l配ノ1<註J111平均配水母

4 fj I 191，8701 6，396 
5 Ij I 203，0901 6，551 
6 1 j 1 199，4381 6，648 
7 I11 242，5391 7，824 
81-11 248，8611 8，028 
9 I11 232，4601 7，748 
J 11，318，2581 7，199 

配水量表千I'j)

大村市3号ポンプ静新詑|事

配水管 (裏馬場線)イ11設 1:事

(水主因T2号線 )

配水管移設 (?11IH-J線) 工事

2，759 

228 

87 

125 

(I#-{，" 建設改良工事)
 

刈
1
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医 分 4円 5H 6月 7月8H 9川

新設 L 事 17 331 10 18 61 27 111 

増設変更工事 19 24 9 4 58 

修繕 [ 事 94 106 87 77 62 77 503 

i原ァ1<修期 314 284 390 411 364 433 

444 447 496 510 433 538 2，86 

(単行〈給水 関係 工事

3，199 
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414 

5，374 
3，476 
1，898 )57 

¥t 

5，374 431 

千円)

起債目的 借入先 発行年月日 発行総額
償還高

末償還残高 手IJ 皇室 償還終期
当年度償還高償還高累計

上水道施設 事業費 大資蔵金運省用部 2昭3.和6. 30 700 31 528 172 7分 5厘 42， 3， 1 

上水道拡張事業費 イシ
。

10，000 498 6，030 3，970 6分5厘 43， 3， 31 28. 3. 31 
上水道事業ダム分担金 イシ

4シ

20.000 203 952 
19.048 1 6 分分分554 厩厘垣 6MSUP2 223 2 110 | | | 

36. 10.30 
イシ ク

。
62，000 589 1，714 60，286 1 6 37. 5. ::n 

ク 公金営融企業公庫
ク

15，000 577 577 14，423 I 7 37， 5，31 
i口b、 計 107，700 1，899 9，801 97，899 ー

(単N:(昭和39年9月初日現花)書絹明債業J九

Aι (別表 2) 

イ

千円)(単f立書 (昭和39年9月30[ 1現作)

1昔入年月 11

帝国明金入借日寺(号IJ表3) 

「キl

返済期刊

日行手口39守 11， 3) 

今 39.12. 18 

5
 

7
 

Fb~~- 2 ~~ 4 J恒

ク 1銭 81恵

平11先
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品
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ん
口

軍
軍
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日Mr:39.9， 30 

今 39，9， 19 
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親和銀行
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資 金

同入
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昭和40年 1月10日

昭
和
三
十
九
年
度

の
九
月
末

現
在
の
企
業
債
治
よ
び

一
時
借

入
金
の
総
額
は
別
表

(2

・3
)

の
と
語
り
で
あ
り
ま
す
。

十
四
銭
の
原
価
割
れ
が
大
き
く

生
じ
て
h

お
り
ま
す
。

地
方
公
営
企
業
法
の
独
立
採
算

制
の
原
則
か
ら
し
で
も
、
ま
た

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
に

も
あ
る
ご
と
く
、
健
全
経
営
に

つ
い
て
運
営
面
の
改
善
と
と
も

に、

料
金
の
値
上
け
を
検
討
し

実
施
す
べ

き
段
階
で
あ
り
ま
す

昭和33年4月82日第三種郵便物認可

ω企
業
債
お
よ
び
一
時
借
入
金

の
現
在
高

ω事
業
の
概
究

( 3 ) 

市
立
病
院
事
業
は
本
年
度
よ

り
地
方
公
営
企
業
法
に
も
と
十

〈
会
計
方
式
を
採
用
し
、
ま
た

診
療
面
で
も
常
に
市
民
医
療
の

サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ

ー
と
し
て
、

日
々
進
展
す
る
高
度
注
医
術
を

提
供
す
べ
く
日
夜
研
さ
ん
に
努

力
し
て
漸
時
医
療
技
術
者
、の
拡

充
そ
の
他
医
療
諸
施
設
の
整
備

を
計
っ
て
お
り
ま
す
。

f

本
年
前
期
に
者
け
る
患
者
数

の
推
移
は
別
表
の
と
お

b
で、

前
年
度
周
期
よ

D
六

t
七
μ
程

度
の
減
少
を
示
し
て
お

b
、
結

核
在
院
患
者
及
び
眼
科
外
来
者

の
減
少
が
主
要
因
で
あ

b
ま
す

ω経
理
の
状
売

前
期
の
経
理
の
状
況
は
別
表

(

1

)

の
と
治
b
で
、
前
年
度

以
前
に

沿
い
て
、

繰
上
充
用
の

手
続
に
よ
っ

て
予
算
執
行
を
し

て
沿
っ
た
た
め
、
こ
れ
が
本
年

度
に
治
け
る
資
金
不
足
と
な
b

か
っ
保
険
者
負
担
の
診
療
費
も

二
カ
月
後
に
収
入
さ
れ
る
関
係

上
、
一

時
借
入
金
も
多
額
と
な

り
、
こ
れ
の
利
息
も
大
き
く
、

人
件
費
並
び
に
物
価
の
高
謄
と

と
も
に
資
金
計
画
面
に
相
当
の

苦
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ω企
業
債
お
よ
び
一
時
借
入
金

の
現
在
高

昭
和
三
十
九
年
九
月
末
の
企

調剤数 (単 位 剤)

区 分 39年度剤数

4 9.791 

5 10.204 

6 10.531 

7. 11 .035 
8 10.667 

9 10，026 
言十 62.254 

一日平均 379 

業
債
の
総
額
は
別
表

(2
v
の

と
語
り
で
、
こ
れ
ら
は
い
や

J

れ

も
建
設
改
良
資
金
と
し
て
借
入

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
左
希

昭
和
三
十
九
年
度
支
払
済
の
償

還
利
子
は
百
七
万
五
千
三
十
五

円
で
あ
り
ま
す
。

一
時
借
入
金
は
前
年
度
以
前

に
治
け
る
繰
上
充
用
に
よ
っ
て

予
算
執
行
を
し
て
お
り
ま
し
た

三
千
六
百
六
十
万
円
と
、
保
険

者
負
担
分
の
診
療
費
が
二
カ
月

後
に
収
入
さ
れ
る
た
め
の
約
二

千
三
百
四
十
万
円
と

の
計
六
千

万
円
で
あ

b
ま
す
。
友
治
昭
和

三
十
九
年
度
支
払
済
の

一
時
借

入
金
利
子
は
百
八
十
二
万
六
千

百
円
で
あ

D
ま
す
。
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司
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1
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H
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回
ほ
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1
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i
l
i
-
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一

一
者
負

一9
6
7
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3

0

4
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・

1

来

一

一肱

-E
ト

じ

引

日

引

引

1

外
一
本
一
郎
人

一ト
i

l
l
l
i
i
n

・

一と平

一

3

2:

一
犯
延
一

骨
U
叫

今
川H

軸
M
M

卓
官

.

阿
円
日
リ
日
リ
日
リ
同
】
円
日
リ
串
必

計
均

4
5
6
7
8
9

平n口

区

、
、ー‘

(単位円 )

区 分
予 算 額

区
予 算 額

計 予算執行額 分 計 算執行額
当初予算額 予備費充当額 ムロ 当初予算額 追加更正予算額 1口λ 

根収的入益

第l款 病院事業収益 151，713 151，713 81，820 
本資 第l款 資本的収入第11買医業収 益 150，876 150，876 81，034 18 18 18 

第2項医業外収益 837 837 786 収的人 第Ir買固定資産売却代金 18 18 18 
合 計 151.713 81，820 合 計 18 18 18 

収的支出益l 第H攻 積院事業費用 151，713 
151，713 68，414 

的島資本安 第1歓 資本的支出
5，046 18 5，侃4 1，980 

第jr買医 業費 用 145，067 134 145，201 65，336 第jr買建物改良費 1，451 18 1，469 211 

第2項 医業外費用 6，368 10 6，378 3，078 第2項企業債償還金 3，595 3，595 1，769 

第3項 予 備 費 278 ム144 134 合 計 5，046 : 18 5，侃4 1，980 

合 計 151.713 151，713 68，414 資当本年的jぎ収令桐入額土井勘が資JF留本保的支資令出額でに対して不足する額1，962，512円は

経理の状況 (昭和39年 9月初日現た)(別表 1) 

償 還 品
起 債 問 的 借入先発行年月日楽行総額当 累計 未償還残高利率 償還終期

病院 建 設 費郵政省 30;5， 24 I 22，000 I 759 7，152 I 14，848 I 6分 5厘 47， 3， 31 
結 核 病 棟 建 設 費 大蔵省 30，5， 26 I 1 ，300 I 11 0 1 ，187 I 113 全上同 じ 39， 11， 1 

結 核療養所建建 設事 業 資 郵政省 31. 3， 31 I 1，200 I 64 691 I 509 43， 3， 31 

国 保診療 所 設 事 業費 全 上 31.4，27 I 7，400 I 394 4，261 I 3，139 43， 3， 31 

勤労者 厚 生 資 金大蔵省 31.7， 30 I 10，000 I 309 2，911 I 7，089 48， 3， 31 
47， 3， 31 

医 師住 宅 建 設 事業 費 大波 省 33，3， 31 I 5，000 I 67 628 I 4，372 I 6分 5度 57， 2， 1 
合計 48，900 I ]，769 17，549 I 31，351 

(単位千円)(昭和39年 9月30日現在)企業 債明細書(別表 2) 

返済期日

39， 10， 6 
39， L2. 11 

率

l銭 8厘

{銭 8庵

(昭和39年 9月30円現在単位千円)

借入年月日 ! 金 額 ! 幸Ij
39. ?， fi 30， 000 日歩

39. 9， 12 30.000 
60，0∞ i 

一時借入金明細書

! 借 入先

i 事 政 省
i 資金運用部

3
一
的

一金
三
計

表

士
包

一資

別

一
入

一堂
一

(
一倍

一官官ァ、工会
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お
し
ら
せ
「司

l
l
キ
ノ

I
l

園圃.... ー-ー・圃.圃Mー園...... ・竃<=~~~咽円ー=号宅

・・園町.幽曹司-ーー-司田園開園世嗣・a・・阻咽白司聞園開・巴... 園・a岡町事

陸上自衛離では 1月中の実弾射撃

をつぎのとおり行ないます。

実施場所=池田射撃場

実施日程=21日-23日

25日-30日

マ
申
込
期
限

一
月
十
八
日
ま
で

先
着
五
十
名
に
な
っ
た
ら
期

限
前
で
も
打
切
り
ま
す
。

電
話
で
な
く
直
接
お
出
か
け

下
さ
い
。

マ
申
込
先

中
央
公
民
館

マ

受

講

料

い

り
ま
せ
ん

マ

講

師

中

山
貞
子

川
本
ユ
キ
子

-
償
却
資
産
の
申
告

申
告
期
限
一
月
二
十
日

償
却
資
産
〈
事
業
お
よ
び

怖
に
予
定
し
て
ゐ
り
ま
し
た

北
村
徳
太
郎
氏
が
や
む
を
え
'

な
い
用
件
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
県
出
納
長
小
川
孝
氏
に

変
更
い
た
し
ま
す
。

営
業
用
の
機
械
、
船
舶
、
工

具、

備
品
な
ど
)
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
法
人
お
よ
び
個
人

で
ま
だ
昭
和
四
十
年
度
分
の

申
告
を
し
て
h

ね
ら
れ
な
い
方

は
早
く
申
告
し
て
く
だ
さ
い

提
出
先
は
市
の
課
枕
課
で
す

申
告
書
用
紙
は
課
税
謀
、
ま

た
は
各
地
区
の
出
張
所
に
準

備
し
て
あ
り
ま
す
。

l
l
車
の
交
通
止
l

i
l

-

水
道
管
理
設
作
業
(
夜
間
)

の
た
め
、
田
下
郷
下
田
下

か
ら
黒
木
郷
サ
ヤ
ノ
御
前

ま
で
つ
ぎ

の
と
お
り
交
通

止
を
行
在
っ
て
い
ま
す
。

期
間
一
月
十
一
日
か
ら

三
月
一
一
十
五
H
ま
で

時
間
午
後
七
時
三
十
分

か
ら
午
前
六
時
ま
で

-
成
人
式
の
記
念
講
演
講

師
の
変
更
お
知
ら
せ

成
人
式
の
記
念
講
演
の
講

-
お
米
の
配
給
価
格
が

変
り
ま
し
た

消
費
者
米
価
が
一
月
一
日

か
ら
次
の
よ
う
に
変
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
従
来
の
ア
メ
リ

カ
産
カ
リ
フ
オ
ル
=
ヤ
米
、

準
内
地
米
は
徳
用
米
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

な
治
業
務
用
加
算
額
は
普

通
米
、
特
選
米
に
つ
い
て
は

従
来
ど
お
り
精
米
十
キ
ロ
グ

ラ
ム

当
り
四
十
円
で
す
が
、

徳
川
用
米
、
水
一梢
も
ち
米
に
つ

い
て
は
加
算
額
が
な
く
左
り

ま
し
た
。

ツ
J、、

ル
ク
リ
ン
反
応
と
B
C
G
は
毎
年
受
け
ま
し
ょ
う

j 

ツ反検食B
CG接種目

1月20日

1月20日

1月21日

1 P21日

1月27日

l月27日

1月28日 1

1月28日 |

2月 3日 1

2月 3日 |

実施日程

実施場所

三浦診療所

中央公民館

市役所

鈴田出張所

市立病院

松原出張所

竹松本町公民館

福重出張所

池田清和園

|萱瀬出張所

砂結核菌に感染すると必ず発病するという

ものではありませんが、 抵抗力の弱って

いる人や、幼児が多量に結核菌をうける

と発病することがあます。

惨ツベルクリン反応とは、 結核菌が体内に

侵入しているかし、ないかを検査するもの

で結核の予防注射ではありません。

砂ツベルグリン反応、の結果が陰性であれば

人工的に結伎の免疫を作るため、"BCG 

をしなければな りません。またBCGの

免疫は永久的でない場合もありますので

小学校に行くまでは毎年ツベルグリソ反

応をしてみるようにしなければなりませ

んつ陽性であれば レン トゲン検査をして

発病か否かをたしかめ.一年間はつぎの

ことに桂意しましょう。

①パランスのとれた栄養 ①海水浴など日

光の直射をさける。③過労をさけ睡眠を

十分にとる。①疫れやすいとか、食欲が

ないようなときは医師の診断をうける 0

.ツベルクリン反応検査と BCGの

予防接種を行ないます 3

子供の将来の幸福 を考え、該当する

子供には必十受けさせ、 健康に育て

るようにしましょう。

①該当者 生後 3ヵ月から 6才まで

の幼児 ②料金無料

ツ反実施日

(精米10キロ当り)

-
手
芸
の
成
人
講
座

手
芸
の
成
人
講
座
を
開
き
ま

す
の
で
、
手
編
み
で
帽
子
や
マ

フ
ラ
ー
を
作
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。
さ
そ
い
あ
わ
せ
て

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
場
所
中
央
公
民
館
講
座
室

マ
学
習
内
容

②
ア
ク
ガ
ン
編
の
マ
フ
ラ
ー

②
ヨ
ッ
ポ
編
の
作
品

③
春
の
帽
子

ν
ョ

1
ル
各
種

マ
期
日

一
月
二
十
二
日
か
ら
三
月
十

九
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日

マ
時
間
十
四
時
か
ら
十
六
時

ま
で

マ
申
込
資
格

市
民
一
般
(
女
子
に
限
る
〉

改正された消費者米価

※時聞はいずれも13時30分から

15時30分まで・。

1月18日

1月18日

1月19日

1月19日

l月25日

1月25日

1月26日

1月26日

2月 l日

2月 1日

お


